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▽生
い
き生

い
きとした授

じゅ
業
ぎょう
に

　教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

の特
とく

徴
ちょう

としては音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

が多
た

用
よう

されていることがあります。＜かつ

どう＞は類
るい

似
じ

した流
なが

れを持
も

つ４つの会
かい

話
わ

を何
なん

度
ど

も聞
き

いてからペアで会
かい

話
わ

練
れん

習
しゅう

。ま

た＜りかい＞は文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

に会
かい

話
わ

の聴
ちょう

解
かい

を取
と

り入
い

れたり、答
こた

え合
あ

わせに音
おん

声
せい

を使
つか

ったりします。本
ほん

書
しょ

の会
かい

話
わ

は場
ば

面
めん

や登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の設
せっ

定
てい

がおもしろく、演
えん

技
ぎ

や楽
たの

しい

背
はい

景
けい

音
おん

楽
がく

などを取
と

り入
い

れて聞
き

きやすく作
つく

られています。専
せん

用
よう

のウェブサイト※か

らすべての会
かい

話
わ

音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

を無
む

料
りょう

でダウンロードできるのもうれしい点
てん

です。

　音
おん

声
せい

教
きょう

材
ざい

のほか、教
きょう

師
し

用
よう

リソースも提
てい

供
きょう

されています。さらに、学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

サ

イトも充
じゅう

実
じつ

。日
に

本
ほん

語
ご

と日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ楽
たの

しさを「まるごと」感
かん

じられるこの新
あたら

し

い教
きょう

科
か

書
しょ

で、これからの日
に

本
ほん

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

をさらに生
い

き生
い

きとしたものにしてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ※『まるごと 日

に
本
ほん
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か
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政
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国
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際
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交
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基
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嶋
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洋
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美
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代
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田
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：来
き

嶋
じま

　洋
ひろ

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　本
ほん

書
しょ

は、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

が相
そう

互
ご

理
り

解
かい

のための日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

念
ねん

として開
かい

発
はつ

したJF日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード（以
い

下
か

、JFスタンダード）準
じゅん

拠
きょ

の日
に

本
ほん

語
ご

コースブックです。

特
とく

に海
かい

外
がい

の成
せい

人
じん

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にとっての使
つか

いやすさを視
し

野
や

に入
い

れて、会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

の設
せっ

定
てい

や内
ない

容
よう

、構
こう

成
せい

に様
さまざ々ま

な工
く

夫
ふう

がなされています。「入
にゅう

門
もん

A1」はJFスタンダードのレ

ベル設
せっ

定
てい

の中
なか

でいちばんやさしいレベル。けれども、1時
じ

間
かん

目
め

の授
じゅ

業
ぎょう

からシンプ

ルでも役
やく

に立
た

つ、楽
たの

しい日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

を展
てん

開
かい

します。さらに、ことばと文
ぶん

化
か

は切
き

り

離
はな

さずにいっしょに学
まな

ぶという考
かんが

え方
かた

から、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

の視
し

点
てん

を取
と

り入
い

れている

ことも本
ほん

書
しょ

の特
とく

徴
ちょう

です。日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を通
とお

して自
じ

文
ぶん

化
か

や自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をふり返
かえ

り、

クラスメイトと話
はな

し合
あ

います。全
ぜん

頁
ページ

フルカラーの写
しゃ

真
しん

やイラストはことばと文
ぶん

化
か

の学
がく

習
しゅう

を効
こう

果
か

的
てき

に導
みちび

くことでしょう。

▽＜かつどう＞と＜りかい＞
　本

ほん
書
しょ

は＜かつどう＞と＜りかい＞の２冊
さつ

があります。＜かつどう＞は日
に

本
ほん

語
ご

を

運
うん

用
よう

して行
おこな

うコミュニケーション言
げん

語
ご

活
かつ

動
どう

(Can-do)ができるようになることを、

＜りかい＞は言
げん

語
ご

能
のう

力
りょく

（文
も

字
じ

、語
ご

彙
い

、文
ぶん

法
ぽう

、文
ぶん

型
けい

などの言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

）を養
やしな

うことを

学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

にしています。両
りょう

書
しょ

はトピックや会
かい

話
わ

場
ば

面
めん

が共
きょう

通
つう

しているので、学
がく

習
しゅう

ニーズに合
あ

わせて、単
たん

独
どく

使
し

用
よう

のみならず併
へい

用
よう

することも可
か

能
のう

です。

　課
か

の構
こう

成
せい

は以
い

下
か

のようになっています。

＜かつどう＞
①トピックと学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
(Can-do)の確

かく
認
にん

②聞
き
いて言

い
いましょう

語
ご

彙
い

と場
ば

面
めん

の導
どう

入
にゅう

③聞
き
きましょう

会
かい

話
わ

モデルとそのバリエーションの
聴
ちょう

解
かい

（内
ない

容
よう

とともによく使
つか

われる表
ひょう

現
げん

に気
き

づくことが大
たい

切
せつ

）
④ペアで話

はな
しましょう

モデル会
かい

話
わ

の流
なが

れに沿
そ

って自
じ

分
ぶん

のこ
とを話

はな
す

⑤読
よ
みましょう／⑥書

か
きましょう

現
げん

実
じつ

のコミュニケーションに役
やく

立
だ

つ
簡
かん

単
たん

なタスク
⑦生

せい
活
かつ
と文
ぶん
化
か

日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

について写
しゃ

真
しん

を通
とお

して知
し

り、クラスで話
はな

し合
あ

う
⑧Can-doチェック

その日
ひ

の学
がく

習
しゅう

を３段
だん

階
かい

で自
じ

己
こ

評
ひょう

価
か

＜りかい＞
①トピックと学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
(基
き
本
ほん
文
ぶん
)の確

かく
認
にん

②勉
べん
強
きょう
する前

まえ
に

課
か

の内
ない

容
よう

へ導
どう

入
にゅう

するための質
しつ

問
もん

③文
も
字
じ
とことば

文
も

字
じ

と語
ご

彙
い

の練
れん

習
しゅう

④会
かい
話
わ
と文
ぶん
法
ぽう

モデル会
かい

話
わ

提
てい

示
じ

、文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

説
せつ

明
めい

、文
ぶん

脈
みゃく

化
か

された文
ぶん

法
ぽう

と文
ぶん

型
けい

の練
れん

習
しゅう

⑤読
どっ
解
かい

トピックに関
かん

連
れん

した短
みじか

い文
ぶん

のコミュニカ
ティブな読

よ
み

⑥作
さく
文
ぶん

トピックに関
かん

連
れん

した短
みじか

いモデル文
ぶん

を
なぞりがきしてから、部

ぶ
分
ぶん

的
てき

に自
じ

分
ぶん

のこ
とばに置

お
きかえて書

か
く

⑦日
に
本
ほん
語
ご
チェック

その日
ひ

の学
がく

習
しゅう

を３段
だん

階
かい

で自
じ

己
こ

評
ひょう

価
か


